
町
民
の
汗
と
涙
の
税
金
で

あ
り
、公
益
性
の
高
い
事
業
に

補
助
金
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

貴
重
な
財
源
な
の
で
、
今

後
も
慎
重
に
補
助
金
は
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
完
了

届
を
も
と
に
検
査
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
最
終
の
支

払
い
ま
で
確
認
を
す
る
。

監査委員に聞く
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答 やまなみ活性協議会異議なし

補　助　金　返　還

問

岡
田
良
成

や
ま
な
み
協
議
会
、
会
員

は
山
口
議
員
か
ら
質
問
が
あ

っ
た
の
で
、
質
問
し
な
い
。

選
果
場
の
実
績
報
告
書
に

は
値
引
き
さ
れ
た
21
万
６
千

513
円
の
金
額
も
記
載
さ
れ
て

お
ら
ず
、
値
引
き
し
た
ら
変

更
届
を
町
に
提
出
し
な
く
て

は
い
け
な
い
が
、
未
提
出
で

あ
っ
た
。

水
抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事

は
受
益
者
負
担
は
70
万
９
千

円
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
請
負

業
者
に
支
払
わ
れ
て
な
い
。

町
が
補
助
金
の
返
還
に
対

し
、
や
ま
な
み
協
議
会
か
ら

は
異
議
が
な
か
っ
た
か
問
う
。

補
助
金
は
町
の
補
助
金
交

付
規
則
、
補
助
金
交
付
要
綱

等
に
沿
っ
て
行
っ
て
い
て
、

補
助
金
に
受
益
者
負
担
等
を

プ
ラ
ス
し
て
請
負
業
者
に
支

払
い
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。選

果
場
は
、
金
額
（
21
万

６
千
513
円
）
変
更
に
な
る
と

は
予
想
し
て
な
か
っ
た
。
再

発
防
止
に
努
め
る
。

答

町
　
長

答

竹
本
企
画
課
長

答

大
野
産
業
建
設
課
長

問

岡
　
田

答

町
　
長

問

岡
　
田

答

隅
田
代
表
監
査
委
員

問

岡
　
田

答

隅
田
代
表
監
査
委
員

てっぺんトマト選果場

選
果
場
の
補
助
金
返
還
に

つ
い
て
は
、
変
更
届
の
な
い

値
引
き
額
21
万
６
千
513
円
に

対
す
る
補
助
率
10
分
の
９
相

当
額
で
あ
る
19
万
４
千
円
を

返
還
さ
せ
た
。
や
ま
な
み
協

議
会
会
長
か
ら
異
議
は
な
か

っ
た
。

水
抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ
の
、

受
益
者
負
担
70
万
９
千
円
が

未
払
い
な
の
で
、
そ
の
金
額

を
事
業
実
績
と
し
、
４
分
の

１
の
53
万
３
千
円
を
返
還
さ

せ
た
。
こ
の
件
に
対
し
返
還

に
異
議
は
な
か
っ
た
。

６
月
議
会
広
報
を
見
て
い

た
だ
い
た
と
思
う
が
、
今
後

の
質
問
に
対
し
監
査
委
員
と

し
て
感
ず
る
こ
と
、
注
意
点

な
ど
意
見
を
聞
く
。

我
々
が
行
っ
て
い
る
の
は
、

決
算
審
査
で
あ
り
ま
す
。
従

い
ま
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
工
事
費
が
高
い

と
私
は
指
摘
し
て
お
り
、
こ

の
件
は
当
然
相
見
積
り
を
取

る
な
ど
、
そ
の
他
に
つ
い
て

も
注
意
点
を
指
摘
す
る
の
が

監
査
委
員
の
責
務
で
あ
り
、答

弁
を
欲
し
か
っ
た
。

総
括
的
な
意
見
を
述
べ
れ

ば
い
い
の
で
す
が
、
議
会
の

議
決
の
規
定
に
従
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
監
査

の
対
象
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
を
越
え
て
発
言
す
る

こ
と
は
、
ご
勘
弁
を
願
い
た

い
。



池
川
中
学
校
の
耐
震
工
事

は
２
週
間
程
度
延
長
し
て
終

了
予
定
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
耐
震
工
事
は
無
事
終
了
。

池
川
小
学
校
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事
も
、
予
定
通

り
完
了
。

車
イ
ス
の
児
童
の
移
動
が

容
易
と
な
っ
た
。

名
野
川
小
学
校
の
閉
校
記

念
行
事
は
11
月
10
日
に
、
吾

川
中
学
校
は
来
年
３
月
23
日

に
行
う
予
定
で
、
400
万
円
の

補
助
を
行
う
。

来
年
４
月
か
ら
中
学
校
は

２
校
と
な
る
た
め
、
ま
た
名

野
川
小
学
校
、
寺
村
小
学
校
、

吾
川
幼
稚
園
、
池
川
幼
稚
園

は
廃
校
、
廃
園
と
す
る
た
め

の
条
例
改
正
案
を
提
案
。
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受益者

709,000

区　　分

水抜きボーリング
合　　計

金　　額（円）

2,835,000
2,835,000

町 3 / 4

2,126,000

財源内訳（円）

区　　分
町　補　助　金
自　己　資　金
合　　計

実績額
3,000,000
1,016,513
4,016,513

内容

施設整備工事

合　　計

実績額

4,016,513

4,016,513

収入　　　　　　　　　　　　　　 単位：円 支出　　　　　　　　　　　　　　 単位：円

収支実績（平成23年6月1日）協議会からの選果場の報告書

平成23年度仁淀川町農業確立総合支援事業費補助金実績報告書

2、水抜きボーリング（平成23年12月14日）

11月10日
名野川小学校閉校記念行事

教育長行政報告 教育長 大野　敏光

池川小エレベーター

池
川
小
・
中
工
事
完
了

名
野
川
小
閉
校
行
事

条
例
改
正

増設した本棚（池川中）
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設計費計上
大石弘秋町長 行政報告

長
者
、
泉
川
地
域
の
５
つ

の
集
落
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
、

勇
壮
で
、
衣
装
の
豪
華
さ
に

も
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
踊
り
手
不
足
で

神
社
へ
の
奉
納
が
で
き
な
い

状
況
だ
っ
た
。

地
域
の
方
々
の
努
力
に
よ

り
、
昨
年
10
月
、
十
数
年
ぶ

り
に
す
べ
て
の
演
目
が
奉
納

さ
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
活
動
と
共

に
、
伝
承
す
べ
き
重
要
な
文

化
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

明
治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ

ラ
イ
フ
文
化
財
団
か
ら
保
存

会
に
活
動
助
成
金
が
送
ら
れ

た
。本

町
の
重
要
な
文
化
と
し

て
絶
え
る
こ
と
な
く
、
活
動

が
活
性
化
し
、
地
域
づ
く
り

の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

川
又
の
花
鳥
踊
り

９
月
２
日
南
海
大
地
震
を

想
定
し
た
住
民
避
難
救
助
の

防
災
訓
練
を
実
施
。

集
落
が
散
在
し
て
い
る
山

間
部
で
は
、
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
電
話
の
不
通
、
道

路
の
分
断
で
公
的
な
救
助
活

動
が
被
害
地
全
域
に
行
き
渡

ら
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

家
族
や
地
域
の
方
の
救
助

活
動
が
最
も
効
果
を
発
揮
す

る
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
人
命
を
救
う

応
急
活
動
を
最
優
先
に
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

大
崎
診
療
所
の
理
学
療
法

士
は
、
９
月
１
日
付
け
で
１

名
の
採
用
を
決
定
。

一
般
職
員
若
干
名
、
歯
科

衛
生
士
を
１
名
採
用
予
定
。

10
月
14
日
に
第
一
次
試
験

を
実
施
。 防

災
訓
練

職
員
採
用

川又の花鳥踊り



施
設
の
整
備
は
、
入
居
希

望
の
具
体
的
な
実
態
が
把
握

で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
森

地
区
に
建
設
す
る
用
地
が
無

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
未
整

備
の
ま
ま
町
村
合
併
に
至
っ

た
。
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高齢者福祉施設の
大
崎
保
育
所
周
辺
の
町
有

地
及
び
、
吾
川
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
２
カ
所
を
候
補
地

と
し
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
、
分
析
が
間
に
合
わ
ず
、

今
議
会
に
調
査
結
果
が
示
す

こ
と
が
出
来
ず
残
念
だ
。

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
、
必
要
不
可
欠
な
機
能

性
・
効
率
性
を
重
視
し
た
庁

舎
建
設
を
早
期
に
実
現
し
た

い
。実

質
赤
字
比
率
並
び
に
連

結
実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て

は
、
赤
字
と
な
っ
て
お
ら
ず
、

将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
も
、

充
当
可
能
財
源
が
上
回
る
た

め
率
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。

特
別
会
計
や
企
業
会
計
も

合
わ
せ
た
連
結
決
算
に
よ
る

本
町
の
財
政
状
況
は
昨
年
度

よ
り
健
全
な
状
態
で
あ
る
と

判
断
し
て
い
る
。

本
庁
舎
候
補
地

仁
淀
地
域

高
齢
者
福
祉
施
設

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

仁
淀
地
域
長
連
絡
協
議
会

か
ら
「
高
齢
者
入
居
施
設
等

の
建
設
」
に
つ
い
て
の
要
望

書
が
町
と
議
会
に
提
出
さ
れ

た
。町

と
し
て
も
要
望
書
の
趣

旨
に
添
え
る
よ
う
検
討
を
し

て
き
た
。

そ
の
結
果
、「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
や
「
自
宅

に
お
い
て
生
活
す
る
こ
と
に

対
し
て
不
安
の
あ
る
高
齢
者

や
、
散
在
集
落
な
ど
の
独
居

高
齢
者
が
冬
期
な
ど
に
一
時

的
に
入
居
で
き
る
施
設
」「
要

介
護
高
齢
者
が
利
用
で
き
短

期
入
所
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
施
設
、
い
わ

ゆ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
機

能
を
有
す
る
施
設
」「
障
害
者

（
児
）
な
ど
が
利
用
で
き
る
日

中
一
時
支
援
が
可
能
な
通
所

介
護
施
設
」「
高
齢
者
や
障
害

者
、
子
ど
も
た
ち
が
集
う
こ

と
が
で
き
る
施
設
」
及
び

「
食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
か
活

動
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
」

な
ど
、
一
体
的
に
整
備
を
図

り
た
い
。

仁淀地域

新採用の理学療法士

高齢者福祉施設予定地（森地区）


